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論 文 内 容 の 要 旨

本書はマルクス経済学の貢献を摂取 しつつ計量経済学の体系的構成の全体を説明せ んとする もの であ

る｡

全体は

第 Ⅰ部 序 説

第Ⅱ部 モデル ･ ビルディング

第Ⅱ部 経済構造の推定

第Ⅳ部 理 論 の 実 証

の 4 部より成るが, 第 Ⅰ部においては, 計量経済学の輪郭を, その歴史的由来を附 して, 概説 し, 第Ⅱ部

においては, 計量経済学の理論的武器たるモデルを具体的に説明 し, 第Ⅱ部, 第Ⅳ部においては, その験

証のための統計解析技術を論 じている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

現在急速に発展 しつつある計量経済学に関して周到なる説明をこころみ, さらに, マルクス経済学の貢

献をとり入れてその理論体系に新 しき意義をあたえている点, 本論文は経済学博士の学位論文として価値

あるものと認める｡
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